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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

商品番号
適応車種

フレーム番号

：０９－０７－２１４４
：ＸＲ５０Ｒ、ＣＲＦ５０Ｆ

　（ダイカストクラッチカバー装着車）

 ＸＲ５０Ｒ　：AE03-1000001～
 ＣＲＦ５０Ｆ：AE03-1300001～

～特　徴～

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両で当社製ダイカストクラッチカバー装着車専用です。他の車両や、ノーマルクラッチカバー車及び、
　１２４ｃｃ仕様車は取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎補修部品に付きましては商品番号及び図中の番号にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎ＸＲ５０Ｒ・ＣＲＦ５０Ｆは競技専用車ですので、道路運送車両法や道路交通法に合致しません。従って、一般道路での走行は出来ませんのでご

　注意下さい。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は
　交換させて頂きます。但し、正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の
　費用は対象となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）

 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
 ・走行前はガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場　
　 合は、必ず新品部品と交換して下さい。

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

ＣＲＦ５０・ＸＲ５０用 コンパクトクールキット　取扱説明書

○コンパクトクールを採用することで、標準でオイルクーラーガードを備えています。
○純正フレームのメインスイッチステーを利用して取り付けるステーと、メインスイッチステーを切除した場合にも取り付ける事の出来るステーの
　２種類を付属しています。
○オプションでサーモユニットの取り付けが可能です。
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～商　品　内　容～

∴補修パーツは、上記リペア品番にてご発注下さい。又、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品に

　てご注文下さいます様、お願い致します。
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番号 部　品　名 個数 リペア品番 入数
１ オイルクーラーＣｏｍｐ．（コンパクトクール　３－Ｆｉｎ） １ ０９－０７２－０１０ １
２ オイルクーラーステー　Ｌ． １ １５６６１－ＧＥＬ－Ｔ１０ １
３ オイルクーラーステー　Ｒ． １ １５６６２－ＧＥＬ－Ｔ１０ １
４ オイルクーラーステーカラー １ １５６６３－ＧＥＬ－Ｔ００ １
５ ソケットキャップスクリュー　５×２５ ２ ＢＷ－００－００３５ ６
６ ボタンヘッドソケットキャップスクリュー　６×１０ ２ ＢＷ－００－００１３ ５
７ プレーンワッシャ　５ｍｍ ２ ＢＷ－０１－００１６ １０
８ プレーンワッシャ　６ｍｍ ２ ＢＷ－０１－０００１ １０
９ オイルホース　３２０ｍｍ １ ０９－０７０－００６ １

１０ オイルホース　３８０ｍｍ １ ０９－０７０－００８ １
１１ バンジョー　１２ｍｍ ２ ０９－０７１－０１４ １
１２ バンジョーボルト　Ｍ１２ ２ ０９－０７１－０１３ １
１３ シーリングワッシャ　１４ｍｍ ４ ０９－０７１－０３２ ５
１４ バンジョー　１０ｍｍ （４５°） １ ０９－０７１－００９ １
１５ バンジョー　１０ｍｍ （２５°） １ ０９－０７１－００８ １
１６ バンジョーボルト　Ｍ１０ ２ ０９－０７１－０１０ １
１７ シーリングワッシャ　１０ｍｍ ４ ０９－０７１－０１５ １０
１８ オイルクーラーブラケット １ １５６７０―１６５―Ｔ００ １
１９ クランプバンド １ ０９―０７１―０３７ ２
２０ Ｌレンチ　４ｍｍ １
２１ オイルホールプラグ １ １９３３１―ＧＥＦ―Ｔ００ １
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～取　り　付　け　要　領～
１．セット内容を確認します。
２．作業に適した工具を用意します。
３．メインスイッチのコネクタを外します。

４．メインスイッチ突起部を押してステーからメインスイッチを取り外
　　します。

５．メインスイッチの取り付けステーにキット内の②、③オイルクー　

　　ラーステーＬ．、Ｒ．、④オイルクーラーステーカラーを⑤ソケット
　　キャップスクリュー５×２５、⑦プレーンワッシャ５ｍｍを使用し
　　て取り付け、仮締めします。

６．①オイルクーラーＣｏｍｐ．をキット内の⑥ボタンヘッドソケット　
　　キャップスクリュー６×１０と⑧プレーンワッシャ６ｍｍを使用し
　　てオイルクーラーステーに取り付けます。オイルクーラーの角度を
　　調整して、各ボルトを指定トルクで締め付けます。
　　トルク：ソケットキャップスクリュー　５×２５ｍｍ　
　　　　　　　　　　　　　　　５Ｎ・ｍ（０．５ｋｇｆ・ｍ）　　　　

　　　　　　ボタンヘッドスクリュー　６×１０ｍｍ　
　　　　　　　　　　　　　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

メインスイッチ
　　　コネクター

　※メインスイッチを取り外してもエンジンの始動は可能です。
　　エンジン停止はハンドルのエンジンストップスイッチで行います。

オイルクーラーステ－Ｌ．

オイルクーラーステ－カラー

フレーム
オイルクーラーステ－Ｒ．

ソケットキャップ
　スクリュー　５×２５

前
プレーンワッシャ　５ｍｍ

　※オイルクーラー部分が前からみて水平で、横から見てフロントフェ
　　ンダー及び車体やエンジンと干渉していない事を確認します。
　　傾いていたり、干渉している場合は、オイルクーラーを持ってゆっ

　　くりと修正して下さい。

●純正メインスイッチステーを利用してオイルクーラー

　を取り付ける場合

９．⑲クランプバンドでフレームとオイルクーラーブラケットを固定し
　　ます。この時、クランプバンドのネジ部分がフレームの上側になる
　　ように固定して下さい。　

●純正フレームのメインスイッチステーを切除して取り

　付ける場合

７．メインスイッチステーを根元から切除し、切除部分を綺麗に仕上げ、
　　錆びが発生しないようにタッチアップペイント等で処理しておきま
　　す。

８．⑱オイルクーラーブラケットをフレーム裏側の平らな部分に当て　
　　（ブラケットが曲がっている部分を下に向け、フレームの平らな場所
　　に当てるようにします。）

クランプバンド

フレーム

ブラケット

１０．オイルクーラーブラケットに①オイルクーラーＣｏｍｐ．を⑥ボタ
　　　ンヘッドソケットキャップスクリュー６×１０、⑧プレーンワッ
　　　シャ６ｍｍで取り付けます。
　　　トルク：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

クラッチカバーにオイルホースを接続した場合、必ず付属のオイルホールプラグ又は、別売のサーモユニット（０２－

０１－５０５２）を取り付けて下さい。

何れも取り付けが無かった場合、オイルクーラーにエンジンオイルが循環しませんのでご注意下さい。

オイルクーラーキット使用上のご注意
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１６．それぞれのバンジョーの向きを調節し、バンジョーボルトＭ１０

　　　とバンジョーボルトＭ１２を締め付けます。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　バンジョーボルト　Ｍ１２
　　　　　　Ｔ＝２２．５Ｎ･ ｍ（２．３ｋｇｆ･ ｍ）
　　　　　バンジョーボルト　Ｍ１０
　　　　　　Ｔ＝１４Ｎ･ ｍ（１．４ｋｇｆ･ ｍ）
　　※バンジョーボルトＭ１２の締め付けは、オイルクーラーヘッダー
　　　（６角部分）に必ずズパナ等を掛けた状態で行って下さい。

１４．⑨オイルホース３２０ｍｍを乗車状態から見て右側のクラッチカ
　　　バー側のバンジョー１０ｍｍ（４５°）に取り付け、左側のバン　
　　　ジョー１０ｍｍ（４５°）に⑩３８０ｍｍオイルホースを取り付　
　　　け、オイルホースフィッティングを締め付けます。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　　Ｔ＝６Ｎ･ ｍ（０．６ｋｇｆ･ ｍ）

１５．クラッチカバーに取り付けたオイルホースをフレームや他の部分
　　　に干渉しない部分で取り回しを行いながら、バンジョー１２ｍｍ
　　　に取り付けます。オイルホース３２０ｍｍを乗車状態から見てオ
　　　イルクーラーの右側に取り付け、左側に３８０ｍｍを取り付け、　

　　　オイルホースフィッティングを締め付けます。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　　Ｔ＝６Ｎ･ ｍ（０．６ｋｇｆ･ ｍ）

オイルホース３８０ｍｍ

オイルホース３２０ｍｍ

オイルホースフィッティング
６Ｎ・ｍ（０．６ｋｇｆ・ｍ）

バンジョーボルトＭ１０
Ｔ＝１４Ｎ・ｍ（１．４ｋｇｆ・ｍ）

オイルホースフィッティング
６Ｎ・ｍ（０．６ｋｇｆ・ｍ）

バンジョーボルトＭ１２
Ｔ＝２２．５Ｎ・ｍ（２．３ｋｇｆ・ｍ）

オイルホース
　３８０ｍｍ

オイルホース
　３２０ｍｍ

１１．⑫バンジョーボルトＭ１２に⑬シーリングワッシャ１４ｍｍ、
　　　⑪バンジョー１２ｍｍ、⑬シーリングワッシャ１４ｍｍの順で通
　　　し、オイルクーラー側のシーリングワッシャがオイルクーラー　
　　　ヘッダー（６角部分）の凹部からずれないように取り付けて仮締
　　　めします。
　　※シーリングワッシャがずれた状態でバンジョーボルトを締め付け
　　　た場合、オイル漏れの原因になります。

バンジョーボルト

シーリングワッシャ

バンジョー

シーリングワッシャ

１２．クラッチカバー下にオイル受け皿を設け、オイルプラグボルト

　　　２本を取り外します。
　　※ボルトを取り外した際、オイルフィルター内のオイルが漏れ出す
　　　可能性があります。（オイル受け皿を設ける事をお勧めします。）

１３．⑭バンジョー１０ｍｍ（４５°）及び⑮バンジョー１０ｍｍ
　　　（２５°）を、それぞれ⑰シーリングワッシャ１０ｍｍ２枚で挟む
　　　ようにして、⑯バンジョーボルトＭ１０を通し、クラッチカバー
　　　に仮付けします。
　　　（この際にバンジョーの曲がった先が上向きになる様に取り付けて

　　　下さい。）

バンジョー１０ｍｍ（４５°）

バンジョー１０ｍｍ（２５°）

１７．（サーモユニットを取り付ける場合）

　　　ホールキャップを取り外し、サーモユニットを取り付けます。
　　※サーモユニット取扱説明書をご確認下さい。

サーモユニット
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１８．エンジンオイルを４０ｃｃ程度追加し、各部の締め忘れが無い事
　　　を確認した後、エンジンを掛け、各部よりオイル漏れ等の有無を
　　　確認して下さい。エンジンを止め、約１分後にオイルポットウイ
　　　ンドでオイル量がで基準範囲内にある事を確認し、少ない場合は
　　　補充して下さい。
　　※エンジン始動後は、オイルクーラーやシリンダー等が高温になり
　　　ますので十分注意して下さい。

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

　　　（サーモユニットを取り付けない場合）

　　　・サーモスタットホールキャップを取り外し、付属のオイルホー

　　　　ルプラグをオイルホールに差し込みます。
　　　・サーモスタットホールキャップのＯリングにエンジンオイルを
　　　　塗布し、ホールキャップを指定トルクで締め付けます。
　　　　トルク１３Ｎ・ｍ（１．３ｋｇｆ・ｍ）

ＩＮＯＵＴ

サーモスタット
　ホールキャップ

オイルホール
　　　　プラグ

注意：クラッチカバーからクーラーホースを

　　　外し、プラグボルトを取り付けた場合
　　　は、（購入時の状態）必ずオイルホー

　　　ルプラグ若しくはサーモユニットを取
　　　り外して下さい。

　　　何れかを取り付けた状態で、エンジン
　　　を始動した場合オイル通路が遮断さ　
　　　れ、エンジンを破損する可能性が有り

　　　ます。


